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「
規
制
基
準
が

第
▲
の
原
発
責
果
せ
招
く

石
橋
克
彦

い
し
ば
し
‘
か
つ
ひ
こ
一
九
四
四
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
名
誉
教
授
。
地
震
学
。
一
九
九
七
年
以

来
「
原
発
震
災
」
　
を
警
告
。
著
書
に
『
大
地
動
乱

の
時
代
』
　
（
岩
波
新
書
）
、
『
原
発
震
災
雷
警
鐘
の

軌
跡
』
（
七
つ
森
書
館
）
、
『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

－
　
歴
史
・
科
学
・
社
会
』
　
（
岩
波
書
店
）
ほ
か
。

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
確
保
を
一
元
的
に
司
る
た
め
、
二
〇
二

二
年
九
月
に
、
、
そ
れ
ま
で
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
と
原
子
力
安
全
委

員
会
に
代
わ
・
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
（
環
境
省
の
外
局
。
以
下
、
規
制

委
）
と
事
務
局
の
原
子
力
規
制
庁
が
発
足
し
た
。
二
〇
二
二
年
七
月
に

は
、
改
正
原
子
炉
等
規
制
法
に
も
と
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

と
し
て
「
新
規
制
基
準
」
（
以
下
、
新
基
準
）
が
施
行
さ
れ
た
。

二
〇
二
二
年
九
月
以
来
、
国
内
の
原
発
稼
働
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
る
が
、

七
月
の
新
基
準
施
行
日
か
ら
各
地
の
原
発
の
「
新
規
制
基
準
適
合
性
に

係
る
審
査
」
（
以
下
、
審
査
）
の
申
請
が
相
次
い
だ
。
二
〇
二
二
年
度
末

の
段
階
で
一
〇
原
発
一
七
原
子
炉
を
数
え
、
「
審
査
会
合
」
が
頻
繁
に

開
か
れ
て
い
る
。

い
っ
ぼ
う
安
倍
政
権
は
、
本
年
四
月
二
日
の
閣
儀
で
、
束
日
本
大

震
災
と
福
島
原
発
事
故
の
あ
と
で
最
初
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

（
以
下
、
基
本
計
画
）
を
決
定
し
た
。
こ
れ
自
体
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん

で
い
る
が
、
原
子
力
発
電
は
優
れ
た
安
定
供
給
性
と
効
率
性
を
有
し
て

い
る
と
し
て
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
た
。
そ
し
て
、

「
い
か
な
る
事
情
よ
り
も
安
全
性
を
全
て
に
優
先
さ
せ
、
国
民
の
懸
念

の
解
消
に
全
力
を
挙
げ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
世
界
で
最
も
厳
し
い

水
準
の
規
制
基
準
」
に
適
合
す
る
と
規
制
委
が
認
め
た
場
合
に
は
、
そ

の
判
断
を
尊
重
し
て
原
発
再
稼
働
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

〝
世
界
で
最
も
厳
し
い
″
と
い
う
言
い
方
は
安
倍
首
相
も
口
に
し
て

い
る
。
く
り
返
し
聞
か
さ
れ
る
と
国
民
の
多
く
は
本
当
に
そ
う
か
と
思

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
嘘
で
あ
る
。
と
く
に
、

耐
震
安
全
性
の
根
底
を
確
実
に
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

日
本
で
は
、
駿
河
湾
か
ら
九
州
束
沖
ま
で
の
広
域
を
震
源
域
と
し
て

一
〇
〇
～
一
五
〇
年
ご
と
に
く
り
返
し
て
き
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
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原子力施設の安全確保のための「深層防護」の5層構造

階　層 �目　　的 �基本的手法 

第1層 �、真常連転・故障の予防 �安全重視の設計と、高品質の嘩設・ 運転 

第2層 �異常運転の制御、故障の検知 �設備の監視・制御・保護のシステム 

第革層 �想定されている設計基準事故の制御 �工学的安全設備と事故対応手順 � 

第4層 �プラントの過酷状態の制御（事故進展 �療発施設内での補完的手段とアクシ 
防止と、1嘩酷事故の影響緩和を含む） �デントマネジメント 

第5層 �放射性物質の大規模放出にともなう 放射線影響の緩和 �原発施設外での緊急時対応 

（仏EA，1999，qBasicSafetYPrinciplesforNucleaJPowerPlants75－rNSAG－3Revll，INSAG－12”のTiblelにもとづく）

の
再
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
い
つ
頃
起
こ
る
の
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
今
世
紀
半
ば
頃
の
発
生
も
否
定
は
で
き
な
い
。
最
悪
の

場
合
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
地
下
の
地
震
本
体
の
規
模
。
以
下
、
M
）
9
程

度
と
も
考
え
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
を
は
る
か
に
上
回
る
西
日
本
大
震

災
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
。
歴
史
上
の
実
例
と
同
様
に
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
内
陸
や
日
本
海
側
で
M
7
ク
ラ
ス
か

そ
れ
以
上
の
大
地
震
が
い
く
つ
か
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
欠
陥
の
あ
る
新
基
準
に
よ
っ
て
危
険
な
原
発

の
再
稼
働
が
進
め
ば
、
第
二
の
「
原
発
震
災
」
（
大
地
賢
で
原
発
が
重
大
事

故
を
起
こ
し
て
大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
大
規
模
放
射
能
災
害
と
通
常
の

震
災
と
が
複
合
・
増
幅
し
あ
う
破
局
的
災
害
）
が
、
福
島
原
発
震
災
を
上
回
る

規
模
で
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

新
規
制
基
準
「
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準
」
は
大
嘘

I
A
E
A
（
国
際
原
子
力
機
関
）
は
、
原
子
力
施
設
の
事
故
防
止
と
事

故
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
「
深
層
防
護
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
安
全
対
策
の
多
段
階
設
定
」
と
い
う
考
え
方
で
、
諸
外
国
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
表
l
に
示
す
よ
ケ
に
五
層
か
ら
な
．
り
、
第

三
層
ま
で
が
重
大
事
故
（
シ
ビ
ア
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
の
防
止
、
第
四
・
五

層
が
、
重
大
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
の
影
響
緩
和
で
あ
る
。
こ

こ
で
非
常
に
重
要
な
の
は
、
各
階
層
が
、
前
後
の
階
層
に
期
待
せ
ず
に

最
善
の
対
策
を
尽
く
す
こ
と
と
、
自
分
の
前
の
階
層
が
破
ら
れ
る
と
思

っ
て
防
護
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
福
島
原
発
事
故
ま
で
の
日
本

の
安
全
規
制
は
第
三
層
ま
で
し
か

考
え
て
お
ら
ず
、
第
四
層
は
事
業

者
の
自
主
的
取
り
組
み
と
さ
れ
て

実
質
的
に
は
何
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

新
基
準
も
深
層
防
護
を
徹
底
す

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、

根
底
と
な
る
第
一
層
が
万
全
で
は

な
い
。
と
く
に
耐
震
安
全
性
に
注

目
し
た
と
き
、
地
震
国
で
あ
り
な

が
ら
、
耐
震
設
計
の
基
準
と
す
る

地
震
動
（
揺
れ
）
の
想
定
が
不
十

分
で
も
許
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
従
来
よ
り
、
こ
の

「
基
準
地
震
動
」
（
以
下
、
S
S
）
の

過
小
評
価
は
重
大
な
問
題
だ
っ
た

が
、
改
善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

各
原
発
の
S
S
の
策
定
法
は
、
基

本
的
に
、
旧
原
子
力
安
全
委
員
会

が
二
〇
〇
六
年
に
改
訂
し
た
通
称

「
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
（
以
下
、
旧
耐
震
指
針
）
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ

し
て
S
S
は
、
「
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
」
と

少
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「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
の
二
種
類
を
策
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
活
断
層
や
地
震
発
生
状
況
の
調
査
か
ら
、

原
発
敷
地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
「
検
討
用
地
震
」

を
地
下
に
複
数
設
定
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
敷
地
の
地
震
動
を
推
計
す
る

も
の
、
後
者
は
、
活
断
層
が
認
め
ら
れ
な
く
て
も
大
地
震
は
起
こ
り
う

る
の
で
、
そ
の
場
合
の
地
震
動
を
推
計
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
震
源
を
特
定
し
て
」
に
関
し
て
は
、
検
討
用
地
震
と
震
源
モ
デ
ル

の
設
定
法
、
地
震
動
の
計
算
法
な
ど
が
未
確
立
な
の
で
、
S
S
が
過
小
評

価
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
「
震
源
を
特
定
せ
ず
」
に
関
し
て
も
、
公
表

さ
れ
て
い
る
「
審
査
ガ
イ
ド
」
に
策
定
方
針
な
ど
が
書
い
て
あ
る
が
、

観
測
・
解
析
事
例
が
不
十
分
な
の
で
窒
息
性
が
入
り
か
ね
ず
、
次
項
で

示
す
実
例
の
㌻
つ
に
S
S
が
過
小
評
価
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
S
S
が
過
小
に
評
価
さ
れ
て
い
る
原
発
が
審
査
を
通
過
し
、

将
来
″
想
定
外
〃
の
地
震
動
で
事
故
を
起
こ
し
、
第
二
・
三
層
の
設
備

も
耐
震
性
不
足
で
重
大
溺
故
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
生
じ
か
ね
な
い
。

そ
の
と
き
は
新
基
準
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
第
四
層
で
対
応
す
る
と
い

ぅ
ゎ
け
だ
が
、
そ
れ
は
大
地
震
と
余
震
の
な
か
で
は
失
敗
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
な
応
急
対
策
が
主
で
あ
る
。
新
基
準
は
結
局
、
重
大
事
故
が
起

き
て
も
よ
い
、
ベ
ン
ト
に
よ
る
放
射
能
放
出
を
含
む
崖
っ
ぷ
ち
の
対
応

で
破
局
を
食
い
止
め
る
と
い
う
〝
破
れ
か
ぶ
れ
″
の
よ
う
な
考
え
方
な

の
だ
（
地
震
・
津
波
・
火
山
列
島
で
原
発
を
死
守
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
・
う
な
っ
て

最
終
的
に
住
民
の
生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
に
は
第
五
層
が
絶
対
的

に
重
要
だ
が
、
規
制
委
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
始
め
か
ら
責
任
を
放
棄

し
て
い
号
こ
れ
は
、
設
置
法
で
定
め
ら
れ
た
任
務
に
も
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
「
人
と
環
境
を
守
る
、
確
か
な
規
制
へ
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
に
も
、
完
全
に
違
背
し
て
い
る
。
米
国
原
子
力
規
制
委
員

会
・
前
委
員
長
の
ヤ
ツ
コ
氏
が
、
泉
田
新
潟
県
知
事
と
の
対
談
で
「
地

元
の
避
難
計
画
が
不
十
分
な
ら
、
米
国
で
は
原
子
力
規
制
委
が
原
発
停

止
を
指
示
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
と
い
う
が
（
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
二

〇
一
四
年
三
月
孟
日
）
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
新
基
準

は
致
命
的
な
欠
陥
品
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
お
現
在
の
日
本
で
は
、

住
民
の
生
命
・
健
康
を
守
る
緊
急
時
対
応
が
実
際
に
可
能
な
原
発
は
一

っ
も
な
く
、
日
本
の
す
べ
て
の
原
発
の
安
全
性
が
保
証
で
き
な
い
。

原
子
力
委
員
会
が
一
九
六
四
年
に
安
全
審
査
の
根
底
と
し
て
定
め
た

「
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
」
が
新
基
準
で
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る

の
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
指
針
は
現
実
に
は
有
名
無
実
だ
っ
た

が
、
安
全
審
査
の
際
に
立
地
条
件
の
適
否
を
判
断
す
る
た
め
と
し
て
、

「
侶
大
き
な
事
故
の
誘
因
と
な
る
よ
う
な
事
象
が
過
去
に
お
い
て
な
か

っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
将
来
に
お
い
て
も
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
災
害
を
拡
大
す
る
よ
う
な
事
象
も
少
な
い
こ

と
」
を
原
則
的
立
地
条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
佃
佃
で
、
公
衆
の
放
射

線
被
曝
か
ら
の
安
全
確
保
も
う
た
っ
て
い
る
。
原
発
の
安
全
確
保
の
第

一
歩
は
立
地
条
件
だ
と
い
え
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
、
第
一
層
に
先
立
つ

第
ゼ
ロ
層
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
四
月
〓
盲
に
発
表
さ
れ
た
原
子
力
市
民
委
員
会
の
『
原
発
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ゼ
ロ
社
会
へ
の
道
1
市
民
が
つ
く
る
脱
原
子
力
政
策
大
綱
』
が
新
基

準
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

恐
ろ
し
い
川
内
原
発
再
稼
働

九
州
電
力
川
内
原
発
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
一
・
二
号
機
が
審
査

合
格
に
一
番
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
審
査
会

合
で
S
S
の
想
定
が
概
ね
妥
当
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

S
S
は
前
項
で
述
べ
た
問
題
点
の
実
例
と
も
い
え
、
耐
震
安
全
性
の
点
で

非
常
に
疑
問
が
あ
る
。

川
内
原
発
の
S
S
は
、
「
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
」
も
の
が
最
大

加
速
度
（
地
震
動
を
、
時
刻
と
と
も
に
加
速
度
ぷ
変
化
す
る
現
象
と
し
て
み
た
と

き
、
そ
の
最
大
値
）
五
四
〇
ガ
ル
（
ガ
ル
は
加
速
度
の
単
位
。
以
下
で
「
×
×
ガ

ル
」
と
書
く
と
き
は
す
べ
て
最
大
加
速
度
）
と
さ
れ
た
。
「
震
源
を
特
定
せ
ず

策
定
す
る
地
震
動
」
に
つ
い
て
は
、
「
震
源
と
活
断
層
を
関
連
づ
け
る

こ
と
が
困
難
な
過
去
の
内
陸
地
殻
内
の
地
震
」
の
震
源
近
傍
の
観
測
記

録
を
収
集
し
、
敷
地
の
特
性
な
ど
に
お
う
じ
て
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
（
審
査
ガ
イ
ド
）
。
た
だ
し
ガ
イ
ド
に
は
「
収
集
対
象
と
な
る
内

陸
地
殻
内
の
地
震
の
例
」
と
し
て
一
六
個
の
地
震
が
表
掲
さ
れ
て
い
る
。

九
州
電
力
は
そ
の
な
か
か
ら
、
非
常
に
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
た
二

〇
〇
八
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
M
7
・
2
）
に
つ
い
て
は
、
地
質
構

造
や
地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
か
ら
川
内
原
発
付
近
で
は
同
型
の
地
震

は
発
生
し
な
い
と
し
て
採
用
せ
ず
、
二
〇
〇
四
年
北
海
道
留
萌
地
震

（
M
6
・
1
）
を
参
照
し
た
・
。
こ
れ
は
、
M
の
大
き
さ
に
比
べ
て
強
い
揺

れ
（
港
町
観
測
点
の
地
表
で
二
二
七
ガ
ル
）
を
観
測
し
た
こ
と
に
よ
り
注

目
さ
れ
て
い
る
地
震
で
あ
る
。
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
深
さ
四
一
メ

ー
ト
ル
の
基
盤
に
お
け
る
最
大
加
速
度
は
五
八
五
ガ
ル
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
川
内
原
発
で
も
こ
の
値
を
採
用
し
た
。
だ
が
、
地
盤
中
の
地
震

波
の
減
衰
の
程
度
（
減
衰
定
数
）
が
も
う
少
し
大
き
け
れ
ば
留
萌
地
震
の

岩
盤
の
揺
れ
は
も
っ
と
強
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

九
州
電
力
は
当
初
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
減
衰
定
数
を
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
し
て
、
最
大
加
速
度
六
〇
六
ガ
ル
を
得
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
多
少

不
確
か
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
最
終
的
に
六
二
〇
ガ
ル
に
引
き
上
げ

て
、
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
細
か
い
説
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

以
上
の
議
論
に
は
落
と
し
穴
が
あ
る
。

川
内
原
発
か
ら
北
東
に
一
〇
～
三
〇
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
で
一
九
九

七
年
鹿
児
島
県
北
西
部
地
震
（
M
6
・
6
）
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
応
す
る
活
断
層
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
い
っ
ぼ
う
川
内
原
発
の
西
方

や
南
方
に
は
複
数
の
活
断
層
が
あ
っ
て
、
九
州
電
力
は
そ
れ
ら
で
M

7
・
2
～
7
・
6
の
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。
川
内
原
発
付
近
に
は
活
断

層
が
な
い
と
い
う
が
、
活
断
層
が
な
く
て
も
M
7
程
度
ま
で
の
大
地
震

は
起
こ
り
う
る
と
い
う
の
が
現
在
の
地
震
学
の
常
識
な
の
で
、
以
上
の

状
況
を
大
局
的
に
み
れ
ば
、
川
内
原
発
直
下
で
M
7
前
後
（
6
・
8
」
・

1
程
度
）
の
大
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
の
よ
う
な
タ
イ
プ
（
逆
断
層
型
の
地
震
）
は
起
こ
ら
な
い
と

し
て
も
、
′
鹿
児
島
県
北
西
部
地
震
の
よ
う
な
横
ず
れ
型
ま
で
発
生
し
な

い
と
は
い
え
な
い
。
留
萌
地
震
の
観
測
結
果
が
、
震
源
の
直
上
か
ら
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4ト欠陥r規制基準」が第二の原発震災を招く

八
・
六
キ
ロ
離
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
川
内
原
発
直
下
で
M
7

前
後
の
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
原
発
敷
地
に
お
け
る
最
大
加
適
度
が
六
二

〇
ガ
ル
を
大
き
く
上
回
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
十
分
な
耐
震
安
全

性
を
保
つ
た
め
に
は
S
S
を
も
っ
と
大
き
く
す
べ
き
な
の
だ
。
ち
な
み
に
、

二
〇
〇
七
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
M
6
・
8
）
は
、
事
前
に
震
源
を
特

定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
が
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
（
新
潟
県

柏
崎
市
・
刈
羽
村
）
の
一
号
機
の
岩
盤
で
一
六
九
九
ガ
ル
を
記
録
し
た
。

川
内
原
発
は
火
山
噴
火
の
危
険
性
も
日
本
で
一
番
高
い
。
南
九
州
で

は
、
大
規
模
な
火
砕
流
（
数
百
度
以
上
の
火
山
砕
屑
物
が
空
軍
ガ
ス
と
混
守

っ
て
高
速
で
流
下
す
る
も
の
）
を
噴
出
し
て
カ
ル
デ
ラ
（
火
山
活
動
に
よ
る
大

規
模
な
凹
地
）
を
形
成
す
る
破
局
噴
火
が
、
何
度
か
発
生
し
て
き
た
。
約

二
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
被
局
噴
火
の
火
砕
流
が
川
内
原

発
に
達
し
た
可
能
性
を
九
州
電
力
も
認
め
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
起

こ
れ
ば
原
発
は
壊
滅
で
、
ほ
と
ん
ど
日
本
中
に
火
山
灰
と
と
も
に
死
の

灰
が
降
る
が
、
九
州
電
力
は
原
発
稼
働
中
に
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い

と
か
、
事
前
に
予
測
で
き
る
と
主
張
し
、
規
制
委
も
こ
れ
を
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
何
人
も
の
火
山
学
者
か
ら
強
い
疑
問
が
虻
さ
れ
、
再
稼

働
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
専
門
家
も
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
破
局
噴
火

で
な
く
と
も
大
規
模
な
降
灰
は
危
険
要
因
で
あ
り
、
川
内
は
原
発
立
地

に
適
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

｝
般
論
と
し
て
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
あ
る
特
定
の
原
発
サ
イ
ト

を
襲
う
最
大
の
地
震
動
の
強
さ
や
特
性
、
破
局
噴
火
の
本
当
の
発
生
確

率
や
規
模
な
ど
は
、
現
在
の
科
学
で
は
客
観
的
・
一
意
的
に
は
答
え
ら

．
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－
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－
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－
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っ
1
－
1
r
g
I
f
ぎ
】

れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
種
の
問
題
は
、
米
国
の
核
物
理
学

者
・
ワ
イ
ン
バ
ー
グ
が
提
唱
し
た
「
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
科

学
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
科
学
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
問

題
群
か
ら
な
る
領
域
）
の
典
型
例
で
あ
る
。
答
は
、
最
終
的
に
は
利
害
関

係
者
や
関
心
あ
る
人
々
や
社
会
全
体
が
、
科
学
以
外
の
基
準
（
た
と
え

ば
、
予
防
原
則
）
を
加
え
て
決
め
る
は
か
な
い
の
で
あ
る
。
審
査
会
合
で

は
、
良
く
い
え
ば
「
精
微
に
」
、
悪
く
い
え
ば
「
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
に
」
、
五
八
五
ガ
ル
か
六
〇
六
ガ
ル
か
と
い
っ
た
議
論
が
お
こ
な

ゎ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
暗
黙
（
な
い
し
無
意
識
）
の
う
ち
に
〃
再
稼

働
〃
″
経
済
性
〟
と
い
っ
た
科
学
以
外
の
基
準
が
働
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
日
本
の
現
状
で
は
、
専
門
家
が
〃
科
学
的
に
″
意
的
に
決
定

で
き
る
と
い
う
感
覚
が
根
強
い
が
、
〝
科
学
的
″
と
い
う
言
葉
に
大
き

な
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

浜
岡
原
発
と
伊
方
原
発
の
再
稼
働
は
無
謀

中
部
電
力
浜
岡
原
発
（
静
岡
県
御
前
崎
市
）
四
号
機
と
四
国
電
力
伊
方

原
発
（
愛
媛
県
伊
方
町
「
享
号
機
も
審
査
を
申
請
し
て
い
る
。
し
か
し
、

浜
岡
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
震
源
域
の
直
上
に
あ
り
、
原
発

を
運
転
す
る
な
ど
と
は
正
気
の
沙
汰
で
は
な
い
。
直
下
で
M
8
～
9
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
何
が
起
こ
る
か
、
地
震
学
は
ま
だ
知
り
尽

く
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

現
在
の
地
震
学
か
ら
懸
念
さ
れ
る
限
り
で
も
、
巨
大
地
震
が
起
こ
れ

ば
、
長
時
間
続
く
強
震
動
、
続
発
す
る
大
余
震
、
大
津
波
、
地
殻
変
動
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な
ど
が
重
な
り
、
重
大
事
故
を
免
れ
る
か
ど
う
か
は
運
次
第
と
い
う
は

か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
中
部
電
力
は
、
敷
地
内
の
増
幅
特
性
に
お
う
じ

て
二
一
〇
〇
ガ
ル
と
二
〇
〇
〇
ガ
ル
の
S
S
を
策
定
し
た
と
い
う
が
、
′
そ

れ
で
十
分
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
使
い
分
け
に
落
と
し

穴
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
総
延
長
約
一
・
六
キ
ロ
、
海
抜
二

二
メ
ー
ト
ル
の
防
波
壁
で
津
波
を
防
ぐ
と
い
う
が
、
基
盤
の
一
～
二
メ

ー
ト
ル
の
地
震
隆
起
に
よ
っ
て
表
層
地
盤
の
破
壊
や
不
動
隆
起
が
生
じ
、

最
大
津
波
が
来
る
前
に
防
波
壁
が
損
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

浜
岡
原
発
は
、
「
予
防
原
則
」
の
考
え
に
立
っ
て
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
厳
重
な
安
全
管
理
を
し
た
う
え
で
、
廃
炉
に
す
る
よ
り
ほ
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

伊
方
原
発
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
最
大
だ
っ
た
場
合
、
ほ
と

ん
ど
震
源
域
の
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
こ
で
原
発
を
運
転
す
る

の
は
無
謀
な
こ
と
で
あ
る
。
三
号
機
の
S
S
は
五
七
〇
ガ
ル
で
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
地
震
動
は
そ
れ
以
下
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
」
二
〇
二
年
東
北
沖
巨
大
地
震
の
震
源
域
の
外
縁
の
上
に
あ
っ
た

福
島
第
一
原
発
で
六
七
五
ガ
ル
を
記
録
し
た
か
ら
、
最
大
ク
ラ
ス
の
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
伊
方
原
発
の
地
震
動
が
五
七
〇
ガ

ル
を
大
き
く
超
え
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
本
寛
で
は
大
事

に
至
ら
な
く
て
も
、
一
八
五
四
年
南
海
地
震
の
翌
々
日
に
起
き
た
よ
う

な
直
下
の
大
余
震
が
追
い
打
ち
を
か
労
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

五
七
〇
ガ
ル
は
、
原
発
前
面
の
中
央
構
造
線
活
断
層
系
の
地
震
に
た
い

す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
過
小
評
価
す
ぎ
る
可
能
性
が
高
い
。

伊
方
原
発
三
号
撥
汎
む
し
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
重
大
事
故
を
起

こ
せ
ば
、
四
国
・
九
州
・
中
国
地
方
の
ほ
と
ん
ど
全
域
に
放
射
能
を
ま

き
散
ら
す
恐
れ
が
あ
り
、
震
災
を
桁
違
い
に
悲
惨
な
も
の
に
す
る
。
ま

た
、
瀬
戸
内
海
も
致
命
的
に
汚
染
す
る
か
ら
、
絶
対
に
再
稼
働
す
る
べ

き
で
は
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
川
内
・
浜
岡
・
伊
方
原
発
以
外
に
、
北
海
道
電
力
泊

（
北
海
道
泊
村
）
一
～
三
号
機
、
東
北
電
力
女
川
（
宮
城
県
女
川
町
・
石
巻

市
）
二
号
機
、
柏
崎
刈
羽
六
・
七
号
機
、
関
西
電
力
大
飯
（
福
井
県
お
お

い
町
）
三
・
四
号
機
、
同
高
浜
（
同
高
浜
町
）
三
・
四
号
機
、
中
国
電
力

島
根
（
島
根
県
桧
江
市
）
二
号
機
、
九
州
電
力
玄
海
（
佐
賀
県
玄
海
町
）

三
・
四
号
機
も
再
稼
働
に
向
け
た
審
査
を
申
請
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
れ
も
、
近
く
に
活
断
層
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
事
業

者
が
無
視
し
て
い
た
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
先
行
す
る
大
地
震

が
原
発
付
近
で
発
生
し
か
ね
な
か
っ
た
り
、
結
果
と
し
て
S
S
が
過
小
評

価
で
ぁ
っ
た
り
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
も
し
原
発
付
近
の
地
震

で
放
射
能
災
害
を
起
こ
せ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
も
大
変
だ
が
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
や
復
興
の
重
大
な
障
害
に
も
な
る
か
ら
、
ど
れ

も
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
安
全
な
管
理
を
お
こ
な
い
つ
つ
閉
鎖
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

島
根
原
発
で
は
三
号
機
が
増
設
中
だ
が
、
核
燃
料
装
荷
ま
で
に
必
要

な
使
用
前
検
査
を
終
え
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
一
度
運
転
を
始
め
た

ら
、
使
用
済
み
核
燃
料
や
放
射
化
し
た
設
備
な
ど
の
「
核
の
ゴ
ミ
」
の

生
産
所
に
な
っ
て
し
ま
う
。
・
核
燃
料
の
装
荷
を
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
国

録
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際
的
な
磯
野
で
、
技
術
者
の
た
め
の
教
育
・
訓
練
施
設
や
、
一
般
の

人
々
が
原
子
炉
近
く
ま
で
入
っ
て
み
ら
れ
る
見
学
施
設
に
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
1
言
に
近
い
バ
タ
ー
ン
原
発
（
マ
ル
コ

ス
政
権
下
で
建
設
さ
れ
た
）
が
、
一
九
八
六
年
に
完
成
間
際
に
ア
キ
ノ
大

統
領
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
後
内
部
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
が
組
ま

れ
た
り
し
た
と
い
う
話
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

安
倍
政
権
は
原
発
の
新
設
ま
で
認
め
か
ね
な
い
が
、
た
と
え
ば
中
国

電
力
が
山
口
県
上
関
町
に
建
設
計
画
中
の
上
関
原
発
は
、
空
の
場
合

は
伊
方
原
発
以
上
に
、
内
陸
で
の
放
射
能
放
出
と
い
う
様
相
と
瀬
戸
内

海
汚
染
が
激
し
く
な
る
か
ら
、
絶
対
に
造
る
べ
き
で
は
な
い
。

地
震
列
島
の
原
発
は
安
定
電
源
で
は
な
い

原
発
は
電
力
の
安
定
供
給
性
に
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
も
そ
の
見
方
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
私
が
二
〇

〇
八
年
の
「
原
発
に
頼
れ
な
い
地
震
列
島
」
（
『
都
市
問
題
』
同
年
八
月
号
）

に
書
い
た
よ
う
に
、
地
震
列
島
の
原
発
は
む
し
ろ
頼
り
に
な
ら
な
い
不

安
定
電
源
で
あ
る
J
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
二
〇
〇
七
年
の
柏
崎
刈
羽

原
発
地
震
被
災
で
経
験
し
、
い
ま
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
身
に
泌
み

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
わ
か
ら
な
い
の
か
、
呆
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
先
行
し
て
、
た
と
え
ば
若
狭
湾
で
M
6
・

5
程
度
の
地
震
が
起
こ
れ
ば
（
そ
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
）
、
事
故
が
生
じ

な
く
て
も
、
一
帯
の
原
発
が
突
然
止
ま
る
事
態
が
あ
り
う
る
。
い
っ
た

ん
緊
急
停
止
（
ス
ク
ラ
ム
）
す
る
と
、
損
傷
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
し

て
も
発
電
再
開
ま
で
に
数
日
を
要
す
る
。
損
傷
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ず
れ

ば
、
再
起
動
に
は
月
～
年
単
位
の
時
間
を
要
し
か
ね
な
い
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
大
事
故
が
起
き
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
浜
岡
原
発
と
伊
方
原
発
は
地
震
加
速
度
大
の
ス
ク
ラ
ム
信

号
が
出
て
必
ず
止
ま
る
。
若
狭
湾
岸
、
島
根
、
九
州
の
原
発
も
溝
可

能
性
が
高
く
、
北
陸
電
力
志
賀
原
発
（
石
川
県
志
賀
町
）
と
柏
崎
刈
羽
原

発
も
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
に
し
て
い
る
と
、
震
災
地
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
電
力
不
足
に
陥

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
短
期
間
で
膏
起
動
で
き
た
と
し
て
も
、
大
余

震
や
続
発
地
震
が
広
範
囲
で
何
年
間
も
起
こ
る
か
ら
、
そ
の
た
び
に
緊

急
停
止
と
停
電
を
く
り
返
す
。
そ
れ
は
原
発
自
身
に
と
っ
て
も
危
険
な

こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
基
本
計
画
の
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
い
う
言
葉
が
目
新

し
く
て
メ
デ
ィ
ア
の
解
説
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
要
す
る
に
原

発
は
、
電
力
需
要
に
対
応
す
る
小
回
り
が
利
か
な
い
の
で
（
出
力
を
急
激

に
変
え
る
の
は
危
険
）
、
昼
夜
連
続
運
転
す
る
は
か
な
い
の
で
あ
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
に
独
立
性
が
あ
る
の
か
？

規
制
委
は
、
建
て
前
と
し
て
は
、
「
そ
の
委
員
長
及
び
委
員
が
専
門

的
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立
場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
」

と
さ
れ
て
い
る
（
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
）
。
し
か
し
、
川
内
原
発
の

優
先
審
査
決
定
ま
で
の
動
き
な
ど
を
み
て
い
る
と
、
本
当
に
中
立
公
正

な
立
場
を
堅
持
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
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田
中
俊
妄
員
長
を
除
く
四
人
の
委
員
の
う
ち
、
委
員
長
代
理
で
地

震
・
津
波
・
火
山
関
係
を
担
当
す
る
島
崎
邦
彦
氏
は
、
原
子
力
行
政
に

ょ
る
地
震
学
の
無
視
・
歪
曲
が
膨
大
な
津
波
犠
牲
者
と
福
島
原
発
事
故

の
原
因
だ
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
方
で
あ
る
（
た
と
え
ば
「
ね
じ
曲
げ

ら
れ
た
科
学
」
『
科
学
』
二
〇
＝
垂
ハ
月
号
「
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
」
）
。
過
去
の
研

究
歴
か
ら
み
て
も
、
川
内
原
発
の
基
準
地
震
動
の
最
大
加
速
度
が
六
二

〇
ガ
ル
で
安
全
性
が
保
証
さ
れ
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
現
状
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
は
、
規
制
委
が
政
権
の
原
発
推

進
路
線
の
圧
力
を
受
け
、
日
程
的
な
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
地
震
研
究
者

の
良
心
を
殺
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
を
覚
え
る
。

″
規
制
〃
と
は
、
し
ょ
せ
ん
規
制
対
象
の
存
在
（
さ
ら
に
は
存
続
）
を

前
提
に
し
た
う
え
で
の
行
為
で
は
あ
ろ
う
が
、
安
全
確
保
を
中
立
公
正

に
遂
行
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
国
民
の
批
判
的
応
援
が
最
終
的
な
力

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
高
め
る
た
め
に
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
主
体
的
な
批
判
精
神
が
欠
か
せ
な
い
。

い
ま
こ
そ
核
か
ら
の
脱
却
を

人
間
の
つ
く
る
技
術
に
完
全
無
欠
や
絶
対
安
全
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、

今
後
、
世
界
の
ど
こ
か
で
ま
た
原
発
の
重
大
事
故
が
起
こ
り
、
人
類
が

放
射
能
の
惨
禍
を
こ
う
む
る
可
能
性
は
低
く
な
い
。
そ
の
と
き
日
本
は
、

風
下
に
な
っ
て
大
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
列
島

の
地
震
情
勢
に
起
因
す
る
具
体
的
な
危
険
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
危
険
性
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
関
係
す
る
話
で
あ
る
。

拙
著
『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
』
（
岩
敷
居
、
二
〇
一
四
年
）
に
書
い
た

が
、
三
〇
七
（
宝
永
四
）
年
と
完
五
四
（
嘉
永
七
／
安
政
元
）
年
の
南

海
地
震
に
よ
っ
て
上
海
や
そ
の
周
辺
が
長
周
期
地
震
動
に
襲
わ
れ
、
河

川
・
池
沼
・
井
戸
の
水
が
大
き
く
動
揺
し
た
り
、
揺
れ
を
感
じ
た
り
し

た
。
来
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
宝
永
・
安
政
並
み
か
そ
れ
以

上
だ
っ
た
場
合
、
同
様
の
現
象
が
生
じ
て
上
海
新
都
心
に
林
立
す
る
超

高
層
ビ
ル
が
被
害
を
受
け
た
り
、
上
海
自
由
貿
易
区
が
大
混
乱
に
陥
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
地
震
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の

t
か
し
中
国
で
は
た
ぶ
ん
想
定
外
の
）
津
波
も
襲
う
。
そ
し
て
、
中
国
東
部

に
点
在
す
る
原
発
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
運
が
悪
け
れ
ば
大
事

故
に
い
た
る
恐
れ
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
超
広
域
複
合
大
震
災
（
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は

浜
岡
・
伊
方
原
発
な
ど
．
の
大
事
故
に
よ
る
原
発
震
災
）
で
壊
滅
状
態
に
あ
る
日

本
列
島
に
、
西
風
に
乗
っ
た
大
量
の
死
の
灰
が
さ
ら
に
降
り
注
ぐ
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
現
実
的
な
「
日
本
沈
没
」
で
あ
り
、
海
外
に
脱
出
し

た
わ
ず
か
な
日
本
人
が
民
族
再
興
の
苦
難
の
道
を
歩
む
と
い
う
未
来
図

も
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
で
は
な
い
。

核
兵
器
だ
け
で
は
な
く
て
、
〝
人
間
の
分
際
を
超
え
て
″
核
分
裂
連

鎖
反
応
を
操
ろ
う
と
す
る
「
原
子
力
平
和
利
用
」
も
、
人
間
に
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
半
年
以
上
に
わ
た
っ
て
稼
働
原
発
ゼ
ロ
が

続
く
今
こ
そ
、
日
本
は
「
人
類
の
核
か
ら
の
脱
却
」
の
先
頭
に
立
つ
べ

き
だ
と
思
う
。
J


